
ア　市民による構成資産等保全活動
・構成資産と歴史的遺産の保存を目的とする、ボランティアによる史跡の見守り活動を実施する
・市民活動団体等による構成資産等における保全活動等の拡大を図る
・鎌倉風致保存会等公的団体、緑のレンジャー等市民団体との連携による、構成資産やバッファゾーンの樹林地の管理を促進する

イ　保存・管理

・歴史的風土特別保存地区の指定拡大に向けて、国、県、市の協議調整の進展を図る
・古都保存法で指定された、国民共通の資産である古都の歴史的風土を後世に伝えられるよう、国・県・市・市民の役割分担を踏まえた
　保全のあり方等の検討を進める
・構成資産、バッファゾーンにおける許認可事務等について、県市で適切な連絡体制を継続していく
・市による樹林管理事業の継続を図る

ア　（仮）安心歩行ルートの設定
　　（重点整備ルート）

・市民、観光客等の安心歩行を促進するため、資産をめぐる（仮）安心歩行ルートを設定するとともに、各道路管理者の相互協力のもと、
　重点整備ルートも設定する

イ　あんしん公衆トイレの整備
・観光客のトイレへの不安を軽減するよう、（仮）安心歩行ルートに沿った整備を図る
・トイレは市が設置するほか、民間施設の協力・活用を図る
・整備に当たっては外国人観光客への配慮を図る

ウ　多言語表示の整備・促進
・世界遺産の構成資産等を明示した観光案内板、説明板等の多言語表記化を促進する
・観光用サイン、大型ごみ容器の多言語表記化を促進する

エ　案内表記のデザイン、仕様の統一化
・案内板等のサインについて、わかりやすい表示をめざして、全体的なデザインや仕様等の整理、統一を図る方策を検討する
・当面、構成資産の範囲を対象として、県及び関係機関と検討を進める

２　世界遺産登録を契機とした
　　広域観光ルートの整備

ア　観光周遊ルートの開発・発信
・世界遺産登録を契機に、鎌倉への集客力を生かして県内の新たな観光ルートの開発、商品化の促進に向けた関連機関との協働への
　取組を進める
・外国人観光客などを対象とし、県内外の観光地との組み合わせも視野に入れた、新たなルートを検討する

ア　バス案内の充実・改善
・市民、観光客等の公共バスの利用を促進するため、バス案内表示の改善等について、関係機関及び、関連交通事業者と協議・検討を進める
・観光客に優しいバスルートマップ、バス停ナンバーリング化の実現に向けた検討を進めるとともに観光パンフレットへの記載について、
　関係機関、関連交通事業者と協議を進める

イ　パーク＆ライドの整備・促進
・朝比奈方面におけるパーク＆ライドの整備、促進をはかるため、関連市及び関連機関と協議、検討を進める
・併せて、新たな観光周遊ルートの開発及び交通事業者による市内へのシャトルバスの運行について協議、検討をする

ウ　環境手形の拡大 ・世界遺産（重要な要素21カ所）を公共交通の利用と徒歩で観光できるよう、「環境手形」の対象範囲の拡大について交通事業者に要請する

ア　武家の古都鎌倉主要県道の整備 ・（仮）安心歩行ルートと連動して、県道等の歩行空間の改善方策（歩道拡幅、カラー舗装、無電柱化等）について、協議、検討を進める

イ　武家の古都鎌倉主要市道の整備 ・（仮）安心歩行ルートと連動して、市道等の歩行空間の改善方策（歩道拡幅、カラー舗装、無電柱化等）について、検討を進める

ウ　都市計画道路の見直し ・都市計画道路の整備を進めるとともに、構成資産に配慮した都市計画道路の見直しを県等関係機関と協議し、実施する

１　津波災害対策 ア　海岸保全施設の整備
・鎌倉のまちづくりの歴史や風致景観上の配慮から、避難タワー・避難ビル等の設置が困難な旧鎌倉エリアの津波対策を進めるため、
　海岸保全施設の整備を県に要望し、連携を図りながら取組を進める

２　市民・観光客安全対策 ア　津波避難路の整備
・地理不案内の市民・観光客等を含めて安全な避難が行えるよう、景観に配慮した階段等による高台へのルートを確保するとともに、
　避難経路周知を行う

・バッファゾーン内の建築物・工作物等について、景観法等の制度を活用して適正な規制誘導を行うとともに、歴史的建造物の保全活用への
　支援を継続する

・景観に配慮した配色による自動販売機等の設置地域の拡大を図るため、関係事業者と協議及び要請を行う

ア　路上喫煙マナーアップの推進 ・吸い殻散乱のない安全で快適な生活環境を保全するため、喫煙マナーアップを継続して展開していく

イ　まち美化の推進
・市民活動団体等との協働による、まち美化の取組（若宮大路をはじめ海岸等）の推進を継続する
・「クリーンアップかまくら」等の事業の推進を継続する

１　世界遺産発信 ア　世界遺産ガイダンス施設の整備 ・世界遺産の内容や価値を分かりやすく紹介するガイダンス施設について、２７年度開設をめざして準備を進める

ア　「みんなでつくる世界遺産のまち
      鎌倉」キャンペーン

・世界遺産登録後を視野に、これからのまちづくりへの参加を呼びかけるため、キャンペーンを実施する

イ　ソーシャルメディアでの情報発信 ・Facebookを活用し、「武家の古都・鎌倉」の魅力を積極的に発信する（民間事業者との共同研究）

３　情報発信等 ア　ご当地車両ナンバー調査・検討 ・古都「鎌倉」ナンバーの登録に向けた調査・検討を開始する

１　構成資産等の保存・管理

１　世界遺産を巡る
      安心ルートの整備

１　交通需要マネジメント及び
　　公共交通機関利用促進

２　道路整備の促進

１　景観向上の促進 ア　景観への配慮

１　環境美化の促進

２　情報発信による地域盛り上げ

         みんなでつくる世界遺産のあるまち鎌倉に向けて 

政 策 分 野 個 別 目 標 個 別 施 策 施 策 の 進 め 方（基本的な考え方） 

 Ⅱ   観     光 

 Ⅲ   交    通 

 Ⅳ    防    災 

  Ⅴ  都 市 景 観 

 Ⅵ  環     境 

  Ⅶ   情 報 発 信  

〔平成２４年度版〕 

世界遺産ブランド 
で県域の魅力ＵＰ 

「武家の古都・鎌倉」を 
後世に 

武家の古都らしい「人」 
優先の交通環境実現 

「武家の古都・鎌倉」を 
世界に 

 Ⅰ 資産保存・管理 
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